日本産業技術史学会2015年度第2回理事会議事録

日時：2015年9月26日（土）　14：00　～　17:00
場所：新大阪丸ビル本館会議室512　
出席者：天野雅敏、石村眞一、後藤邦夫、田中一郎、廣田義人、堀尾尚志
委任状：鈴木淳、種田明、藤原惠洋、麓和善、三宅宏司、山田大隆
欠席：高松亨、中村尚史、橋本毅彦

報告事項
1.　財務・会費納入の状況について
廣田理事から資料に基づき、2015年度の現在までの支出状況について、年総会関連支出が天野理事の尽力で例年より少なかったとの説明があった。2015年度の会費納入状況については、ほぼ半数が完納しており、本年分を含めて1年未納者が45名との説明があった。
堀尾会長より6年以上の滞納者4名を除籍したいとの提案があり了承した。
2.　会員の動向について
堀尾理事より資料に基づいて、会員数は前回名簿発行の2013年11月以降、15名増、34名減（内退会21、死去1、除籍12）で、現在139名との説明があった。
3.　会誌編集の状況及び発行予定について
田中編集委員長より、論文2本は掲載可となっており、書評、研究ノート等を加えて、年内に20巻1号を発行したいとの説明があり、原稿執筆の協力要請があった。田中理事より5年以上前の会誌掲載論文を学会HPで公開することについて思文閣と相談したいとの提案があり了承した。

審議事項
1.　第28回学会賞選考委員長の代行について
堀尾会長より、審議未了となった第28回学会賞の継続審査について、病気療養中の高松委員長の代行を立てることが提案され、審議の上、後藤理事に委嘱することとした。
2.　次期役員選挙について
廣田理事より資料に基づいて、選挙日程について提案があり、了承した。欠席理事が多い状況に鑑みて、選挙制度改革が必要ではないかとの提案があり、次回総会において報告できるよう検討することを申し合わせた。
3.　第29回学会賞の募集について	
堀尾理事から資料に基づいて、学会賞の募集日程について提案があり、了承した。委員長については、鈴木理事に委嘱することとした。
4.　2016年度（第32回）年総会の開催について
堀尾理事から、大阪市立大学において開催、同大学・田口会員との事前協議に基づく日程が提案され、6月25日(土)年総会、26日(日)見学会とした。シンポジウム、特別講演については田口会員の意見聴取の上、提案がなければ、公募することとした。
[bookmark: _GoBack]5.　Webジャーナルの開設準備について
石村理事から事前に提示された投稿規定案の説明があり、それに対して以下のような意見があり、それを踏まえ石村理事において調整することとした。
· 審査については投稿規定に記載する。論文、研究ノートは従来通り、複数名により査読する。それ以外はスクリーニングとし、掲載可の幅を広くする。
· 審査料は徴収しない。
· 投稿票は従来の『技術と文明』に準じる。
· 英文の投稿規定も作成する。
· 投稿原稿は逐次査読、逐次刊行し、それぞれに巻（号なし）／種別／コードを付す。コードごとに、もしくは巻ごとに通しで、ページ番号を振る。
· 「その他」の区分としては、投稿論文に対するコメントとリプライが考えられる。
· 原稿はA4サイズ、14頁を限度とし、10ポイント、44字×44行、1段組みとする。頁数超過の有料規定は削除。
· 英文abstractは200 word以内。
· 投稿規定に表の見本を示す。
· 年号表記は従来の『技術と文明』に準じる。
· ワードのテンプレートを用意する。
· 注の数字は従来の『技術と文明』に準じ両括弧とする。
